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青
木
一
彦
事
務
局
長
（
参

議
院
議
員
）
の
司
会
で
議
事

が
進
め
ら
れ
た
。

冒
頭
、
衛
藤
会
長
か
ら
「
皆

様
方
に
は
、
日
頃
よ
り
、
漁

港
・
漁
場
・
漁
村
の
整
備
振

興
に
あ
た
っ
て
多
大
な
ご
尽

力
を
賜
っ
て
い
る
こ
と
に
感

謝
申
し
上
げ
る
。
昨
年
は
新

た
な
漁
港
漁
場
整
備
長
期
計

画
が
策
定
さ
れ
る
な
ど
大
事

な
年
と
な
り
、
当
議
連
も
岩

手
県
で
の
漁
港
視
察
や
意
見

交
換
会
の
開
催
、
財
務
省
主

計
局
長
へ
の
申
し
入
れ
な
ど

を
行
い
、
大
き
な
成
果
を
上

げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
漁
港

漁
場
漁
村
の
整
備
は
我
が
国

の
水
産
業
を
下
支
え
す
る
重

要
な
施
策
で
あ
り
、
当
議
連

が
全
国
各
地
の
水
産
業
及
び

漁
村
を
護
り
、
支
え
る
と
の

観
点
か
ら
引
き
続
き
活
発
な

活
動
を
行
っ
て
参
り
た
い
。

ま
た
、
先
の
選
挙
で
多
く
の

議
員
が
変
わ
ら
れ
た
の
で
、

会
員
の
加
入
に
つ
い
て
皆
様

に
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

全
国
の
漁
業
団
体
等
に
も
協

力
を
お
願
い
し
て
参
り
た

い
。」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

続
い
て
、
青
木
事
務
局
長

が
平
成
２９
年
度
の
会
務
・
会

計
報
告
を
行
い
承
認
さ
れ

た
。水

産
庁
の
説
明
の
前
に
、

礒
崎
陽
輔
農
林
水
産
副
大
臣

か
ら
「
議
連
の
先
生
方
に
は

日
頃
よ
り
大
変
お
世
話
に
な

っ
て
い
る
。
今
年
度
は
漁
港

漁
場
整
備
長
期
計
画
の
初
年

度
と
し
て
大
事
な
年
で
あ
っ

た
が
、
厳
し
い
予
算
環
境
の

中
で
先
生
方
の
ご
支
援
を
い

た
だ
き
来
年
度
の
水
産
基
盤

整
備
事
業
等
の
必
要
額
を
確

保
で
き
た
。
水

産
物
の
輸
出
促

進
の
た
め
高
度

衛
生
管
理
対
策

が
必
要
と
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、

昨
年
は
イ
カ
、

サ
ン
マ
、
サ
ケ
、

シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ

等
が
不
漁
と
な

り
、
こ
れ
ま
で

以
上
の
資
源
管

理
を
徹
底
す
る

と
と
も
に
水
産

庁
は
漁
業
取
締

本
部
を
立
ち
上

げ
取
締
の
指
揮

命
令
系
統
の
一

元
化
に
努
め
て

い
る
。
諸
課
題

が
山
積
し
て
い

る
が
、
漁
港
漁

場
整
備
長
期
計

画
の
達
成
等
に
全
力
で
頑
張

り
た
く
、
今
後
と
も
力
強
い

ご
支
援
を
お
願
い
し
た
い
」

と
挨
拶
し
た
。

続
い
て
、
岡
貞
行
漁
港
漁

場
整
備
部
長
か
ら
平
成
２９
年

度
補
正
予
算
予
算
案
と
平
成

３０
年
度
予
算
案
に
つ
い
て
、

資
料
に
基
づ
き
説
明
し
た
。

ま
た
、
漁
港
漁
場
整
備
長
期

計
画
の
取
組
状
況
と
し
て
、

①
輸
出
に
対
応
し
た
生
産
・

流
通
体
制
の
確
保
（
サ
ロ
マ

湖
、
湧
別
、
常
呂
漁
港
）
、

②
水
産
物
流
通
機
能
の
強
化

（
大
分
県
佐
賀
関
漁
港
）
、

③
マ
グ
ロ
の
養
殖
体
制
の
強

化
（
長
崎
県
尾
崎
漁
港
）
、

④
藻
場
の
回
復
対
策
（
青
森

県
三
八
地
区
）
、
⑤
木
材
の

魚
礁
へ
の
利
用
（
福
井
県
小

浜
湾
沖
）
、
⑥
災
害
時
の
救

援
活
動
等
の
拠
点
整
備
（
鹿

児
島
県
口
永
良
部
漁
港
）
、

⑦
漁
港
用
地
の
有
効
活
用
に

よ
る
陸
上
養
殖
施
設
の
整
備

（
鳥
取
県
泊
漁
港
）
、
⑧
漁

港
用
地
の
有
効
活
用
に
よ
る

漁
村
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出

（
千
葉
県
保
田
漁
港
）
に
つ

い
て
資
料
に
基
づ
き
詳
細
な

説
明
が
あ
っ
た
。

説
明
の
後
、
意
見
交
換
が

行
わ
れ
、
出
席
議
員
か
ら
は
、

「
屋
根
付
き
岸
壁
や
避
難
施

設
等
の
防
災
・
減
災
対
策
は

要
望
が
強
い
と
考
え
ら
れ
る

が
、
そ
の
達
成
状
況
に
つ
い

て
」、
「
上
五
島
の
小
値
賀
島

な
ど
は
磯
焼
け
に
よ
り
あ
わ

び
の
生
産
が
激
減
し
て
い

る
。
環
境
に
負
荷
が
か
か
ら

な
い
着
定
基
質
等
の
研
究
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
新
た
な

知
見
や
経
費
等
の
支
援
策
に

つ
い
て
教
示
願
い
た
い
」
、

「
千
葉
県
は
林
業
の
県
で
も

あ
り
木
材
魚
礁
に
関
心
が
あ

る
。
海
の
環
境
が
大
き
く
変

化
し
て
お
り
調
査
研
究
を
し

っ
か
り
対
応
願
い
た
い
」
、

「
有
明
海
の
ノ
リ
養
殖
は
良

い
と
聞
い
て
い
る
が
、
タ
イ

ラ
ギ
は
な
お
一
層
の
研
究
が

必
要
で
あ
る
。
ホ
タ
テ
を
目

指
せ
る
よ
う
頑
張
っ
て
頂
き

た
い
」、
「
北
海
道
で
は
、
研

究
の
成
果
が
現
れ
て
鰊
が
豊

漁
で
あ
る
が
、
磯
焼
け
が
深

刻
な
現
場
も
あ
る
。
鉄
鋼
ス

ラ
グ
の
活
用
は
効
果
が
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
」、
「
サ
ロ
マ
湖
の
ホ
タ

テ
漁
業
は
、
豪
雨
に
伴
う
河

川
か
ら
の
土
砂
が
問
題
と
な

っ
て
い
る
。
関
係
機
関
が
連

携
し
て
対
策
を
検
討
願
い
た

い
」、
「
都
市
漁
村
交
流
の
た

め
の
施
設
整
備
に
つ
い
て
事

例
説
明
が
あ
っ
た
が
、
水
産

関
係
予
算
と
民
間
資
金
の
利

用
状
況
等
に
つ
い
て
教
示
願

い
た
い
」
等
の
要
望
や
意
見

等
が
多
数
出
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
漁
港
漁
場
関
係
団
体
を

代
表
し
、
公
益
社
団
法
人
全

国
漁
港
漁
場
協
会
の
橋
本
牧

会
長
が
、
平
成
２９
年
度
補
正

予
算
及
び
平
成
３０
年
度
予
算

案
の
確
保
に
対
す
る
お
礼
を

述
べ
る
と
と
も
に
、
漁
港
漁

場
整
備
長
期
計
画
の
達
成
に

向
け
議
連
の
先
生
方
の
一
層

の
支
援
を
要
請
し
た
。

最
後
に
、
衛
藤
会
長
が
、

「
漁
港
漁
場
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
先
生
方
の
力
を
お
借

り
し
て
、
し
っ
か
り
と
対
応

し
た
い
。
海
の
環
境
は
大
き

く
変
化
し
て
お
り
、
大
変
な

時
期
を
迎
え
て
い
る
。
来
年

度
予
算
な
ど
多
く
の
課
題
を

抱
え
て
い
る
が
、
議
連
の
メ

ン
バ
ー
を
新
た
に
増
や
し
、

議
連
、
政
府
、
関
係
団
体
が

一
丸
と
な
っ
て
、
早
め
早
め

の
対
応
に
努
め
た
い
」
と
挨

拶
し
、
総
会
は
終
了
し
た
。

総
会
に
は
衛
藤
征
士
郎
会

長
の
ほ
か
、
伊
東
良
孝
、
伊

藤
忠
彦
、
岩
田
和
親
、
大
野

敬
太
郎
、
加
藤
寛
治
、
金
子

恭
之
、
金
子
万
寿
夫
、
北
村

誠
吾
、
斎
藤
洋
明
、
高
鳥
修

一
、
武
部
新
、
冨
岡
勉
、
中

谷
元
、
藤
井
比
早
之
、
藤
丸

敏
、
細
田
健
一
、
三
原
朝
彦
、

宮
路
拓
馬
、
山
本
有
二
、
渡

辺
孝
一
の
２１
名
の
衆
議
院
議

員
と
青
木
一
彦
、
石
井
正
弘
、

礒
崎
陽
輔
、
猪
口
邦
子
、
北

村
経
夫
、
長
峯
誠
、
三
木

亨
、
三
宅
伸
吾
、
山
下
雄
平

の
９
名
の
参
議
院
議
員
が
出

席
し
、
４５
名
の
代
理
出
席
が

あ
っ
た
。
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漁
港
漁
場
漁
村
整
備
促
進
議
員
連
盟
（
会
長
・
衛
藤
征
士
郎
衆
議
院
議
員
）
は
、

１
月
３１
日
１５
時
か
ら
自
民
党
本
部
で
総
会
を
開
き
、
平
成
２９
年
度
の
会
務
・
会
計
報

告
を
行
う
と
と
も
に
、
平
成
２９
年
度
水
産
基
盤
整
備
関
係
補
正
予
算
案
、
平
成
３０
年

度
水
産
基
盤
整
備
関
係
予
算
案
及
び
漁
港
漁
場
整
備
長
期
計
画
の
取
組
状
況
に
つ
い

て
水
産
庁
か
ら
聴
取
し
た
。

水
産
庁
は
、
２
月
１４
日
農

林
水
産
省
７
階
講
堂
に
お
い

て
、
平
成
２９
年
度
漁
港
漁
場

関
係
担
当
課
長
会
議
を
開
催

し
、
都
道
府
県
漁
港
漁
場
整

備
担
当
課
長
ら
関
係
者
約
百

二
十
名
が
出
席
し
た
。

会
議
は
、
長
谷
成
人
水
産

庁
長
官
か
ら
「
農
林
水
産
大

臣
の
新
年
の
挨
拶
で
、
我
が

国
は
本
格
的
な
人
口
減
少
の

時
代
を
迎
え
て
い
る
が
、
世

界
で
は
人
口
や
マ
ー
ケ
ッ
ト

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
眼

を
向
け
改
革
を
進
め
て
い
こ

う
と
の
お
話
が
あ
っ
た
。
我

が
国
周
辺
海
域
で
は
、
海
の

環
境
が
大
き
く
変
化
し
、
魚

種
の
組
成
や
来
遊
の
変
化
、

外
国
漁
船
の
活
発
化
等
、
水

産
業
を
巡
る
環
境
は
大
き
く

変
化
し
て
い
る
。
今
年
は
水

産
業
の
改
革
を
具
体
化
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
夏

ま
で
に
改
革
の
骨
格
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
た
い
。
資
源

管
理
を
し
っ
か
り
行
い
、
沿

岸
域
で
は
、
現
在
頑
張
っ
て

い
る
漁
業
者
が
引
き
続
き
操

業
す
る
こ
と
を
基
本
に
、
未

利
用
、
低
利
用
の
水
域
の
活

用
を
図
り
新
規
参
入
を
促
し

て
い
く
。
こ
れ
に
伴
い
流
通

の
見
直
し
や
取
締
に
つ
い
て

も
し
っ
か
り
や
り
た
い
。
昨

年
、
新
た
な
漁
港
漁
場
整
備

長
期
計
画
が
閣
議
決
定
し
、

こ
れ
に
基
づ
き
平
成
３０
年
度

予
算
が
編
成
さ
れ
た
。
重
点

課
題
を
推
進
し
て
行
く
た
め

に
は
、
国
と
都
道
府
県
の
連

携
が
不
可
欠
で
あ
る
。
是
非
、

地
域
水
産
業
の
一
層
の
活
性

化
に
努
め
て
い
た
だ
き
た

い
。」
と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
漁
港
漁
場
整
備
部

の
岡
貞
行
部
長
か
ら
は
、「
平

成
３０
年
度
予
算
に
つ
い
て
は

公
共
予
算
が
厳
し
い
中
で
７

０
０
億
円
を
確
保
で
き
た
。

ま
た
、
農
山
漁
村
交
付
金
が

不
足
し
て
い
る
と
の
声
も
お

聞
き
し
て
お
り
、
非
公
共
の

漁
港
機
能
増
進
事
事
業
等
を

拡
充
し
て
い
る
の
で
活
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
漁
村
の

活
性
化
で
は
、
今
年
度
渚
泊

が
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、
ま

た
、
浜
プ
ラ
ン
で
は
計
画
の

改
訂
の
時
期
に
な
る
の
で
新

た
な
プ
ラ
ン
づ
く
り
の
際
に

は
成
果
を
よ
く
説
明
し
、
資

源
管
理
に
気
を
つ
け
な
が
ら

計
画
づ
く
り
を
さ
れ
た
い
。

事
業
の
執
行
で
は
、
補
正
予

算
が
先
日
成
立
し
て
お
り
、

円
滑
な
執
行
を
お
願
い
し
た

い
。
ま
た
、
漁
港
管
理
者
に

は
市
町
村
が
多
く
、
事
業
の

内
容
が
十
分
伝
わ
っ
て
い
な

い
。
情
報
を
流
し
、
丁
寧
な

説
明
を
お
願
い
す
る
。
水
産

庁
か
ら
直
接
聞
き
た
い
と
の

要
望
が
あ
れ
ば
出
前
講
座
も

考
え
て
い
る
の
で
遠
慮
無
く

連
絡
願
い
た
い
。
今
後
と
も

連
携
を
密
に
と
り
な
が
ら
漁

港
漁
場
の
整
備
に
努
め
て
い

き
た
い
。
」
と
、
予
算
、
漁

村
の
活
性
化
、
事
業
の
実
施

に
つ
い
て
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ

た
挨
拶
が
あ
っ
た
。

引
き
続
き
、
各
課
の
説
明

に
移
り
、
先
ず
、
吉
塚
靖
浩

計
画
課
長
よ
り
、
計
画
課
所

掌
業
務
に
つ
い
て
説
明
し
、

担
当
官
か
ら
以
下
の
説
明
が

あ
っ
た
。

・
平
成
３０
年
度
予
算
概
算
決

定
等
の
概
要
（
水
産
基
盤
整

備
関
係
事
業
）
（
内
田
智
事

業
班
長
）

・
水
産
基
盤
整
備
事
業
で
整

備
す
る
製
氷
・
冷
凍
・
冷
蔵

施
設
に
つ
い
て
（
中
村
克
彦

計
画
班
長
）

・
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対

策
事
業
に
つ
い
て
（
城
崎
和

義
企
画
班
長
）

・
水
産
基
盤
整
備
調
査
及
び

水
産
物
輸
出
拡
大
へ
の
取
組

に
つ
い
て
（
宮
本
博
文
調
査

班
長
）

・
漁
港
施
設
の
有
効
利
用
に

つ
い
て
（
澤
田
龍
治
管
理
班

長
）次

に
、山
本
竜
太
郎
整
備
課

長
よ
り
事
業
の
確
実
な
執
行

の
要
請
と
と
も
に
、整
備
課
所

管
業
務
の
説
明
が
あ
っ
た
。

・
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
、
漁

港
情
報
の
集
約
・
電
子
化
の

推
進
等
に
つ
い
て
（
不
動
雅

之
設
計
班
長
）

・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
漁
場
整
備

事
業
に
つ
い
て
（
渡
邉
浩
二

漁
港
漁
場
専
門
官
）

・
会
計
実
地
検
査
に
つ
い
て

（
三
上
信
雄
上
席
漁
港
漁
場

専
門
官
）

・
水
産
基
盤
整
備
事
業
に
係

る
実
施
上
の
留
意
点
に
つ
い

て
（
河
野
大
輔
企
画
班
長
）

・
水
産
基
盤
整
備
事
業
に
お

け
る
働
き
方
改
革
の
取
組
に

つ
い
て
（
佐
渡
英
樹
施
工
積

算
班
長
）

続
い
て
、
防
災
漁
村
課
所

管
業
務
に
つ
い
て
、
各
担
当

官
か
ら
説
明
が
行
わ
れ
た
。

・
平
成
３０
年
度
漁
港
海
岸
事

業
関
連
予
算
に
つ
い
て
（
粕

谷
泉
海
岸
班
長
）

・
平
成
３０
年
度
漁
港
関
係
等

災
害
復
旧
事
業
予
算
及
び
海

岸
漂
着
流
木
等
の
応
急
対
策

に
つ
い
て
（
牧
野
稔
智
災
害

調
整
班
長
）

・
農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付

金
、
地
方
創
生
推
進
交
付
金

の
う
ち
地
方
創
生
汚
水
処
理

施
設
整
備
推
進
交
付
金
、
浜

の
活
力
再
生
交
付
金
の
う
ち

浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
推
進

事
業
、
農
泊
（
渚
泊
）
推
進

対
策
に
つ
い
て
（
安
田
大
樹

災
害
査
定
官
）

・
水
産
業
競
争
力
強
化
緊
急

施
設
整
備
事
業
、
浜
の
活
力

再
生
交
付
金
の
う
ち
水
産
業

強
化
支
援
事
業
、
水
産
業
共

同
利
用
施
設
復
旧
整
備
事
業

に
つ
い
て
（
坂
内
裕
構
造
改

善
施
設
班
長
）

・
離
島
関
係
交
付
金
に
つ
い

て
（
佐
藤
茂
漁
村
企
画
班
長
）
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係担当課長会議を開催
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挨拶する衛藤会長

水産庁

平成２９年度

活発な意見交換が行われた
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特
定
第
三
種
漁
港
を
有
す

る
全
国
１３
の
市
長
で
構
成
す

る
特
定
第
三
種
漁
港
市
長
協

議
会
（
会
長
・
菅
原
茂
気
仙

沼
市
長
）
の
第
３４
回
幹
事
会

が
、
２
月
２
日
午
後
か
ら
霞

が
関
の
商
工
会
館
に
お
い
て

開
催
さ
れ
、
吉
塚
靖
浩
水
産

庁
漁
港
漁
場
整
備
部
計
画
課

長
を
来
賓
に
迎
え
、
１２
市
の

担
当
課
長
又
は
そ
の
代
理
者

が
出
席
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
幹
事
長
の

村
上
秀
一
気
仙
沼
市
水
産
基

盤
整
備
課
長
が
「
水
産
業
の

発
展
に
は
流
通
拠
点
漁
港
と

し
て
の
特
三
漁
港
の
役
割
は

大
き
く
、
我
が
国
の
水
産
業

の
け
ん
引
役
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
て
い
き
た
い
。
特

三
市
長
協
議
会
と
し
て
、
１３

市
が
情
報
を
密
に
し
て
特
三

漁
港
の
機
能
向
上
の
た
め
、

国
・
県
に
働
き
か
け
て
い
き

た
い
」
と
挨
拶
を
し
た
。

来
賓
の
吉
塚
課
長
は
「
特

三
漁
港
を
持
つ
特
三
市
長
協

議
会
は
、
全
国
水
産
業
の
中

核
と
な
っ
て
い
る
。
水
産
庁

と
し
て
も
厳
し
い
漁
港
予
算

の
中
で
、
高
度
衛
生
管
理
を

優
先
し
て
執
行
し
て
い
る
。

特
三
漁
港
が
予
算
獲
得
活
動

を
し
っ
か
り
や
っ
て
頂
く
事

が
漁
港
整
備
に
つ
な
が
る
の

で
頑
張
っ
て
欲
し
い
し
、
意

見
を
出
し
て
欲
し
い
。
こ
れ

か
ら
は
漁
港
背
後
の
総
合
的

な
開
発
に
も
目
を
向
け
て
い

く
。
予
算
の
有
効
活
用
を
図

り
、
水
産
業
の
成
長
産
業
化

と
漁
村
の
活
性
化
を
図
っ
て

い
く
の
で
、
引
き
続
き
支
援

を
お
願
い
し
た
い
。
」
と
挨

拶
し
た
。

議
事
に
移
り
、
第
２４
回
通

常
総
会
を
８
月
２２
日
（
水
）

に
銚
子
市
で
開
催
す
る
こ
と

及
び
総
会
の
付
議
議
案
書

（
案
）
に
つ
い
て
確
認
を
し
、

平
成
３１
年
度
の
総
会
に
つ
い

て
は
、
浜
田
市
で
開
催
す
る

事
を
総
会
に
付
議
す
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

講
演
会
で
は
「
平
成
３０
年

度
予
算
概
算
決
定
及
び
平
成

２９
年
度
補
正
予
算
に
つ
い

て
」
を
内
田
智
水
産
庁
漁
港

漁
場
整
備
部
計
画
課
課
長
補

佐
が
講
演
を
行
っ
た
。

終
了
後
、
来
賓
を
交
え
情

報
交
換
会
を
行
っ
た
。

第
５９
回
漁
港
漁
場
協
会
事

務
担
当
者
連
絡
協
議
会
が
、

２
月
８
日
午
後
３
時
か
ら
東

京
霞
が
関
の
商
工
会
館
に
お

い
て
、
都
道
府
県
漁
港
漁
場

協
会
の
役
職
員
等
約
６０
名
が

出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。

開
会
に
あ
た
り
橋
本
牧
全

国
漁
港
漁
場
協
会
会
長
が
、

「
漁
港
漁
場
協
会
の
活
動
で

何
が
出
来
る
か
を
考
え
る

と
、
各
県
協
会
の
構
成
メ
ン

バ
ー
で
あ
る
市
町
村
・
漁
業

者
ら
の
水
産
を
担
う
ユ
ー
ザ

ー
に
と
っ
て
、
ど
う
し
た
ら

良
い
か
を
考
え
る
の
が
重
要

と
思
う
。
我
々
に
は
政
策
は

決
め
ら
れ
な
い
が
、
要
望
を

作
る
こ
と
が
出
来
る
。
今
年

は
長
期
計
画
の
２
年
目
で
如

何
に
着
実
に
進
め
ら
れ
る
か

で
あ
る
が
、
浜
の
人
達
に
足

り
な
い
も
の
は
何
か
。
そ
う

い
う
声
を
聞
い
て
次
の
長
期

計
画
に
反
映
さ
せ
て
い
く
の

も
大
事
で
あ
る
。
」
と
挨
拶

し
た
。

次
に
、
来
賓
の
岡
貞
行
水

産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部
長

が
、
「
東
日
本
大
震
災
か
ら

間
も
な
く
７
年
目
と
な
り
、

着
実
に
復
興
が
進
ん
で
い

る
。
こ
の
間
、
熊
本
地
震
等

の
災
害
が
多
発
し
て
い
る

が
、
万
全
を
尽
く
し
て
い
く
。

３０
年
度
の
概
算
決
定
で
は
お

陰
様
で
７
０
０
億
円
を
、
補

正
予
算
で
も
１
１
８
億
円
を

確
保
で
き
た
。
予
算
は
昔
と

比
べ
る
と
激
減
し
て
い
る

が
、
効
率
的
に
運
用
し
て
皆

さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い

き
た
い
。
長
期
計
画
の
着
実

な
推
進
に
よ
っ
て
、
水
産
業

の
着
実
な
成
長
産
業
化
を
進

め
、
地
方
が
元
気
に
な
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

で
、
支
援
を
お
願
い
し
た

い
。」
と
挨
拶
し
た
。

議
事
に
入
り
、
全
国
協
会

の
２９
年
度
事
業
報
告
及
び
３０

年
度
事
業
計
画
案
及
び
会
費

案
等
に
つ
い
て
事
務
局
が
資

料
に
基
づ
き
説
明
し
た
。

橋
本
会
長
か
ら
は
「
３０
年

度
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ

て
」
と
題
し
、
全
国
協
会
及

び
都
道
府
県
協
会
活
動
の
重

要
性
及
び
協
会
活
動
の
強
化

に
つ
い
て
と
漁
港
情
報
ク
ラ

ウ
ド
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の

説
明
が
あ
っ
た
。
ま
た
１０
月

に
大
阪
府
泉
佐
野
市
で
開
催

予
定
の
第
６９
回
全
国
漁
港
漁

場
大
会
に
つ
い
て
の
概
要
説

明
を
行
う
と
と
も
に
、
多
く

の
参
加
を
呼
び
か
け
た
。

続
い
て
内
田
智
計
画
課
課

長
補
佐
か
ら
「
平
成
３０
年
度

予
算
概
算
決
定
及
び
平
成
２９

年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て
」

の
講
演
が
あ
っ
た
。

会
議
終
了
後
、
情
報
交
換

会
が
行
わ
れ
、
水
産
庁
漁
港

漁
場
整
備
部
の
幹
部
も
駆
け

つ
け
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
で
活
発
な
意
見
交
換
が
な

さ
れ
た
。

（
一
社
）
青
森
県
漁
港
漁

場
協
会
は
去
る
１
月
２５
日
、

２６
日
の
２
日
間
、
平
成
２９
年

度
第
２
回
青
森
県
漁
港
漁
場

整
備
事
業
研
修
会
を
青
森
市

で
開
催
し
た
。

当
研
修
会
は
、
平
成
１３
年

度
か
ら
２３
回
目
の
開
催
で
、

県
及
び
市
町
村
の
担
当
職

員
、
水
産
関
係
団
体
及
び
漁

協
の
役
職
員
、
魚
礁
関
係
企

業
や
漁
港
漁
場
建
設
に
関
係

す
る
団
体
等
か
ら
お
よ
そ
１

４
０
名
が
参
加
し
た
。

研
修
会
に
先
立
ち
主
催
者

を
代
表
し
て
越
善
靖
夫
代
表

理
事
、
来
賓
と
し
て
青
森
県

農
林
水
産
部
水
産
局
吉
田
由

孝
水
産
局
長
が
挨
拶
を
述
べ

た
。研

修
会
の
第
１
日
目
は
、

水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部
整

備
課
漁
港
漁
場
専
門
官
野
神

巧
一
氏
に
よ
る
「
水
産
基
盤

整
備
事
業
に
お
け
る
最
近
の

話
題
」
、
階
上
漁
業
協
同
組

合
女
性
部
部
長
荒
谷
恵
子
氏

が
「
浜
と
消
費
者
を
繋
い
だ

女
性
部
活
動－

階
上
の
地
魚

と
伝
統
料
理
で
活
性
化－

」、歯

舞
漁
業
協
同
組
合
専
務
理
事

伊
藤
康
彦
氏
に
よ
る
「
歯
舞

地
区
マ
リ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ

い
て
」の
講
演
が
行
わ
れ
た
。

２
日
目
は
青
森
県
農
林
水

産
部
水
産
局
漁
港
漁
場
整
備

課
施
設
整
備
グ
ル
ー
プ
吉
�

雅
文
氏
の
「
水
産
物
の
生
産
、

流
通
に
関
す
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事

業
継
続
計
画
）
の
策
定
に
つ

い
て
」
の
講
演
後
、
日
本
漁

場
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
営
業

部
長
堅
川
勝
三
氏
が
「
青
森

県
今
別
地
区
Ｋ
Ｋ－

２１
型
効

果
調
査
結
果
報
告
」
、
日
建

工
学
株
式
会
社
本
社
事
業
部

国
土
保
全
事
業
二
課
長
西
村

博
一
氏
が
「
環
境
活
性
コ
ン

ク
リ
ー
ト
を
活
用
し
た
漁
港

漁
場
整
備
事
例
に
つ
い
て
」

を
報
告
し
た
。

ま
た
、
第
１
日
目
研
修
会

終
了
後
お
よ
そ
１
０
０
名
が

出
席
し
、
情
報
交
換
会
が
行

わ
れ
、
研
修
会
は
盛
会
裏
に

終
了
し
た
。

一
般
社
団
法
人
漁
港
漁
場

新
技
術
研
究
会
（
会
長
橋
本

牧
）
は
、
海
外
に
お
け
る
水

産
基
盤
整
備
事
業
の
取
り
組

み
状
況
や
そ
れ
に
関
す
る
技

術
的
ニ
ー
ズ
等
を
把
握
す
る

と
と
も
に
、
イ
ン
フ
ラ
輸
出

や
技
術
協
力
に
関
す
る
課
題

等
を
収
集
す
る
た
め
、
平
成

３０
年
１
月
２２
日
～
２７
日
の
間

で
、
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共

和
国
に
お
け
る
漁
港
技
術
海

外
交
流
調
査
（
後
援‥

公
益

社
団
法
人
全
国
漁
港
漁
場
協

会
）
を
行
っ
た
。

参
加
メ
ン
バ
ー
は
研
究
会

会
員
１１
社
よ
り
総
勢
１５
名
、

訪
問
先
は
北
部
の
ハ
イ
フ
ォ

ン
市
及
び
バ
リ
ア
・
ブ
ン
タ

ウ
省
に
お
け
る
拠
点
的
漁
港

の
整
備
予
定
地
と
周
辺
の
水

産
加
工
施
設
、
ホ
ー
チ
ミ
ン

市
の
中
心
的
卸
売
市
場
等
で

あ
る
ビ
ン
デ
ィ
エ
ン
等
で
あ

っ
た
。

現
地
視
察
に
先
立
ち
、
日
本

の
水
産
庁
に
あ
た
る
水
産
総

局
に
お
い
て
オ
ア
イ
総
局
長

を
は
じ
め
関
係
担
当
職
員
の

参
加
を
得
て
、
日
本
と
ベ
ト

ナ
ム
の
漁
港
漁
場
の
状
況
に

つ
い
て
意
見

交
換
が
行
わ

れ
た
。

ベ
ト
ナ
ム

で
は
、
１０
万

隻
を
超
え
る

漁
船
が
操
業

し

て

い

る

が
、
殆
ど
が

木
造
船
で
あ

る
。
操
業
の

安
全
性
や
衛

生
管
理
の
機

能
向
上
等
を

図
る
た
め
、

政
府
は
大
型

漁
船
を
鋼
船

に
入
れ
替
え

た
い
と
考
え

て
い
る
。
し

か

し

な

が

ら
、
そ
れ
ら

を
係
留
す
る

漁
港
施
設
が

不
足
し
て
お
り
、
計
画
的
な

整
備
へ
の
要
望
は
強
い
。

ベ
ト
ナ
ム
は
多
く
の
水
産

物
や
加
工
品
を
輸
出
す
る
実

績
が
あ
り
、
視
察
し
た
加
工

場
や
卸
売
市
場
等
の
衛
生
管

理
に
関
す
る
意
識
は
高
か
っ

た
。
漁
船
や
、
漁
港
の
質
的

向
上
が
待
た
れ
る
が
、
施
設

整
備
に
先
立
ち
、
漁
港
計
画

等
の
知
識
に
関
す
る
技
術
協

力
等
も
有
効
と
思
わ
れ
た
。

（
一
社
）
福
岡
県
漁
港
漁

場
協
会
は
、
去
る
２
月
１４
日
、

第
３１
回
福
岡
県
市
町
水
産
関

係
幹
部
職
員
研
修
会
を
福
岡

県
の
協
力
の
も
と
福
岡
市
の

中
小
企
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
た
。

当
研
修
会
は
、
県
及
び
市

町
の
水
産
関
係
幹
部
職
員
お

よ
そ
６０
名
が
参
加
し
た
。

研
修
会
に
先
立
ち
主
催
者

を
代
表
し
て
佐
藤
政
俊
会
長

が
挨
拶
し
、
来
賓
と
し
て
福

岡
県
農
林
水
産
部
水
産
局
太

刀
山
水
産
振
興
課
長
が
挨
拶

を
述
べ
た
。
研
修
会
は
、
水

産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部
計
画

課
提
箸
真
弘
氏
に
よ
り
「
平

成
３０
年
度
予
算
概
算
決
定
の

概
要
及
び
補
正
予
算
の
状

況
」
に
つ
い
て
、
同
じ
く
水

産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部
防
災

漁
村
課
災
害
査
定
官
佐
野
文

敏
氏
に
よ
り
「
水
産
関
係
施

設
災
害
復
旧
事
業
の
概
要
」

に
つ
い
て
、
福
岡
県
水
産
局

水
産
振
興
課
漁
場
整
備
係
長

篠
原
直
哉
氏
よ
り
「
福
岡
県

に
お
け
る
漁
場
整
備
」
に
つ

い
て
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。

特
に
、
災
害
復
旧
事
業
の

概
要
に
つ
い
て
の
講
演
は
、

平
成
２９
年
７
月
の
九
州
北
部

豪
雨
災
害
に
よ
り
被
災
し
、

５
年
ぶ
り
の
災
害
査
定
に
苦

労
し
た
こ
と
か
ら
、
県
及
び

市
町
の
関
心
が

高
く
、
佐
野
査

定
官
か
ら
の
現

場
に
即
し
た
具

体
的
な
対
応
に

つ
い
て
、
ま
た
、

日
常
管
理
の
在

り
方

に

つ

い

て
、
非
常
に
参

考
に
な
る
内
容
の
説
明
が
あ

り
、
参
加
者
は
熱
心
に
聴
講

し
た
。

１
月
９
日
（
火
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会
佐
治
総
務
部

長
は
宮
城
県
へ
出
張

１
月
１１

日
（
木
）

長
崎
県

漁
港
漁
場

協
会
事
務

局
次
長
川
田
信
英
氏

１
月
１２
日
（
金
）

長
崎
県
漁
港
漁
場
協
会
事
務
局
次

長
川
田
信
英
氏

１
月
１８
日
（
木
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会
橋
本
会
長
、

佐
治
総
務

部
長
、
福

田
業
務
課

長
は
宮
城

県
へ
出
張

１
月
３０
日
（
火
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会
佐
治
総
務
部

長
は
広
島
県
、
大
阪
府
へ
出
張

元
（
社
）
全
国
漁
港
協
会

会
長
の
佐
藤
稔
夫
氏
が
去
る

１
月
２４
日
、
８７
歳
に
て
ご
逝

去
さ
れ
た
。
佐
藤
氏
は
昭
和

６３
年
５
月
に
水
産
庁
を
退

官
、
平
成
元
年
５
月
か
ら

（
社
）
全
国
漁
港
協
会
会
長

に
就
任
、
４
期
８
年
に
渡
り

務
め
ら
れ
、
平
成
９
年
５
月

に
退
任
さ
れ
た
。
こ
の
間
、

全
国
漁
港
大
会
等
を
開
催
す

る
な
ど
全
国
の
漁
港
、
漁
村

の
整
備
に
尽
力
さ
れ
た
。
本

会
会
長
退
任
後
は
漁
港
・
漁

村
振
興
漁
業
協
同
組
合
連
合

会
代
表
理
事
会
長
に
就
任

し
、
平
成
１６
年
６
月
ま
で
務

め
ら
れ
た
。
葬
儀
は
、
２
月

１
日
家
族
葬
で
行
わ
れ
た
。

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

挨拶する佐藤会長
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特
定
第
三
種
漁
港
市
長
協
議
会

青森県漁港漁場整備事業研修会の様子

第３１回 福岡県市町水産
関係幹部職員研修会

福岡県漁港漁場協会

幹
事
会
を
開
催
「
特
三
漁
港
の
機
能
向
上
へ
」

平
成
２９
年
度
第
２
回

佐
藤
稔
夫
氏

ご
逝
去

青
森
県
漁
港
漁
場
整
備
事
業
研
修
会

漁 港 漁 場 月 報

漁漁
港港
漁漁

場場
協協
会会

事
務
担
当
者
連
絡
協
議
会
を
開
催

在ベトナム日本大使公邸で

約６０名が参加した

漁港技術海外交流調査
（ベトナム）を実施

漁港漁場新技術研究会

自
１
月
４
日

漁漁
港港
往往
来来

至
１
月
３１
日
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